
齷

無

生

の

第

一
義

に

逹

す

れ

ば
、終

日

佛

を

念

じ

て

も

恒

に

眞

性

に

順

じ
、終

日

生

を

願

じ

て

も

常

に
妙

理

に

會

す

る

こ

ε

が

出

來

る
。そ

れ

が

即

ち

如

來

禪

で
、帥

ち

諸

佛

の

共

に

印

可

す

る

所

の

定

り

で
、帥

ち

無

上

深

妙

の

禪

門

で

あ

る

こ

い

ふ

こ

ご

を

圭

張

し

た

の

で
、慈

愍

三

藏

や
、飛

錫

な

ご

丶
全

く

同

一
の

理

事

雙

修

の

思

想

で

あ

る
。

法

照

が

慈

愍

三

藏

の

説

を

承

け

た

こ

ε

は
、五

會

注

事

讃

の

中

に

慈

愍

三

藏

の

般

舟

三

昧

讃

を

引

い

て

ゐ

る

こ

ど

に

よ

り

て
、そ

れ

を

立

讃

す

る

こ

ε

が

出
∵
來

る
。飛

錫
.ξ

は

殆

ん

ざ

同

聴

代

で

あ

る

か

ら
、無

上

深

妙

禪

門

の

説

は

果

し

て

孰

れ

が

唱

邁

し

だ

か
、詳

に

す

る

こ

ε

が

田

來

濾
。或

は

法

照

の

方

が

飛

錫

の

誘

に

賛

同

℃

た

の

か

も

知

れ

ぬ

ε

思

ふ
、承

遠

の

説

は

分

ら

漁

け

れ

こ

も
、矢

張

り

理

事

雙

修

の

立

場

に

居

だ

も

の

ε

想

像

さ

れ

る
。し

て

見

れ

ば

注

照

は

此

等

諸

師

ε

同

一
の

考

を

持

つ

て
、南

宗

禪

に

鬻

抗

し

て

大

に

音

聲

語

吉

の
佛

事

を

皷

吹

さ

れ

た

も

の

ご

見

る

こ

ξ

が

出

來

る

の

で

あ

る
。

印

度

學

序

論

ー

(
ウ
ィ
リ
ア

ム
氏
印
度
教
第

罔
章
)
1
ー

前

田

聽

瑞

印

度

國

名

の

由

來

、

今

は

昔
、中

央

亜

細

亜

か

ら

移

佳

し

來

つ
た

大

ア

ー

リ

ヤ

(諺
望
即旦

民

族

二
三



」

西

の

一
部

は

印

度

t

逋

牽

る

山

版

を

乘

り

越

へ

て

シ

ソ

ド

ウ

河

(S
n
d
h
u
身

毒

、申

度

、眞

定

宀信

度

,辛

頭
)

1

今

は

イ

ン

ダ

ス

河

(In
d
u
s)
蓬

呼

ば

れ

て

ゐ

る

ー

に

近

い

地

方

に

出

現

し

た
。波

,斯

人

は

此

の

シ

ソ

ド

ウ

蓬

い

ふ

吉

葉

を

ヒ

ン

ド

ウ

(IIin
d
h
u
)
ご

發

音

し
、彼

等

の

同

胞

た

る

ア

ー

リ

ヤ

人

を

ヒ

¥

ヅ

_

°e(
(H
in
d
u
s)
ご

名

づ

け

た
。希

臘

人

1

(恐

ら

く
、彼

等

は

波

斯

人

か

ら

初

め

て

印

度

な

る

も

の

を

知

つ

だ

の

で

あ

ら

う
)
f

は

此

の

困

難

な

氣

音

h

を

捨

て

丶

ピ

ソ

ヅ

ー

ス

を

イ

ソ

ド
(H脚邑
○
幽

、
印

寢

)
ε

呼

ん

だ

。

・

ガ
ソ
ギ
ス

ヒ

ソ

ヅ

ー
、ア

ー

リ

ヤ

人

種

が

恒

河

流

域

の

箏

野

に

定

佳

し

て

以

來

、波

斯

人

は

バ

ソ

ヂ

ヤ

ー

ブ

(勺
譽

薗
ぴ
五

河

地

方
)ご

ベ

ナ

レ

ス
(切
窪
鋤
お
ω)問

の

全

地

方

に

野

し

て

ビ

ソ

ダ

ス

タ

1
(I
iin
d
u
sta
n
)節

ち
「
ヒ

ソ

ヅ

ー

ス

の

住

所

」ε

い

ふ

名

稱

を

輿

へ

た
。此

名

稱

は

街

ほ

擴

大

さ

れ

て

普

逋

頻

闍

耶

山

脈

(≦
&

1　y
a
)
地

方

に

至

る

ま

で
、(特

に

回

激

徒

に

依

つ

て
)否

な

更

に

印

度

の

他

の

地

方

に

さ

へ
誤

用

さ

る

る

に

至

つ

た

.け

れ

こ

も

印

度

の

古

典

的

名

稱

は

普

逋

梵

語

交

學

に

用

ひ

ら

れ
、叉

梵

語

を

用

ゆ

る

種

族

全

髏

の

認

む

る

所

に

よ

る

ε

バ

ー

ラ

タ

(じd
薮
『導
①
)
或

は

バ

ー

ラ

タ
、ブ

ル

1

ヤ

(B
罫
ra
ta
-
V
a
rsh
a
)_

聴

に

は

叉

バ

ー

ラ

タ
、カ

ソ

ダ
㊧
冨
「舞
㌣

因
冨
巳

ど
ε

か

ク

マ

ー

り

ヵ

ー
、-fi

1

ダ
(It
u
m
鋤
rik
�-
K
h
a
n
d
a)
gJ
も

云

ふ

の

で

あ

る
。こ

れ

は

、畢

竟

遞

焉

た

る

古

代

に

於

い

て

大

版

圖

を

支

配

し

て

ゐ

た

ε

云

は

れ

て

ゐ

る

バ

ラ

タ
(笹
ρ鈔
憎9
梓9)
の

王

個

ε

い

ふ

意

妹

で

あ

る
、而

し

て
。摩

拏

(§
き
ε
の

注

典

で

な

、ヒ

マ

ラ

ヤ

仙



蹶

ε

頻

闍

耶

山

脈

蔦

の

問

の

中

央

部

地

方

全

體

に

封

し

て

ア

ー

リ

ヤ
、
ブ

ル

タ
(A
ry
�-
v
a
rta
)　
、ち

ア

ー

リ

ャ

人

の

佳

所

こ

い

ふ

名

前

を

附

け

て

ゐ

る
.そ

う

し

て

此

名

稱

は

叉

印

度

の

あ

る

特

定

の

地

,

方

に

鸚

す

る

古

典

的

名

稱

で

も

あ

る
。印

度

全

體

に

對

す

る

他

の

名

稱

は

梵

語

の

詩

の

中

に

見

受

け

ら

れ

る

閻

淨

提

(Ju
n8
b
u
-
clv
i窓
)
で

あ

る
.け

れ

こ

も

嚴

密

に

云

へ
ば

此

閻

淨

提

ε

い

ふ

名

は

全

地

球

の

詩

的

名

稱

で

あ

つ

て
、印

度

は

そ

の

中

の

最

も

重

要

な

部

分

ε

考

へ
ら

れ

て

居

た

の

に

過

ぎ

な

い

の

で

あ

る
。

'
印

度

り
人

ロ

と

住

民

印

度

の

人

口

は

壹

千

入

百

九

十

二

年

に

は

二

億

八

千

八

百

十

五

萬

九

千

六

百
七

十

二

人

を

算

し

て

ゐ

る
。か

丶

る

莫

大

な

人

問

の

集

合

は

無

論

一
國

家

を

形

成
.す

べ

く

も

な

い
。印

度

は

歐

羅

巴

の

如

く

殆

ん

ご

一
大

陸

を

な

し

て

ゐ

る
。幸

か

不

幸

か

印

度

の
豊

饒

な

る

こ

ε

は

人

口

過

多

の

だ

め

に

領

土

の

狹

隘

を

威

じ

た

亜

細

亜

や

歐

羅

巴

の

各

地

方

か

ら

移

住

者

や

侵

入

,者

を

早

く

も

原
ザ始

時

代

か

ら

續

々

引

き

っ

け

た
。

そ

れ

ゆ

ゑ

印

度

め

住

民

は

大

陸

の

住

民

程

に

種

類

を

異

に

し

て

居

り
、叉

等

し

く

各

々
異

つ

た

育

葉

を

使

用

し

て

ゐ

る
。

(私
註
)

印
度
で
は
十
ケ
年
毎
に
國
勢
調
査
が
行
は
れ
る
。
最
近
の
調
査
に
壹
千
九
百
†
】
年
三
月
十
日
に
行
に
れ
た
。
之
れ
に
據
ろ
ε
印
度
の
人
口
に

tr.l億
.l
千
五
百
萬
入
で
あ
ろ
。
す
る
ご
約
二
十
奪
以
前
の
二
億
八
千
入
百
十
五
萬
人
に
較
べ
ろ
ご
二
千
六
百
有
餘
萬
人
の
増
加
で
あ
る
。
三
億
一
千
五
百

ご
五



二
六

萬
人
ミ
曇
へ
ば
習
が
帝
國
全
人
口
の
約
五
倍
に
椙
當
す
る
譯
で
あ
ろ
。

原

始

移

住

民

先

づ

最

初

原

始

移

住

民

移

住

晟

の

起

源

を

な

し

て

ゐ

る
若

干

の

シ

ソ

P・

/
(S
cy
th
ia
n
)
人

や

蒙

古

人

が

來

た
。而

し

て

彼

等

は

す

べ

て

所

謂

ッ

ラ

ニ

Q.
1
(T
u
ra
::ia
n
)
人

種

の

下

に

概

括

さ

れ

る

も

の

で
、中

央

亜

細

亜

及

び

韃

靼

西

藏

の
草

原

か

ら

陸

續

ε

し

て

印

度

に

侵

入

し

來

つ

た

の

で

あ

る
。而

し

て

彼

等

の

多

く

は

西

北

の

五

河

地

方

に

接

す

る

山

道

を

通

つ

て

來

π

が
、中

に

は

ブ

ラ

フ

マ
、ブ

ト

m

河
(B
ra
h
m
a
-
p
u
tra
)の

上

流

を

な

す

東

北

の
山

峽

か

ら

侵

入

し

て

來

た

の

も

あ

る
。

ド

ラ

ビ

ダ

人

種

印

度

南

部

の

ド

ラ

ビ

ダ
(D
r�
v
id
a
)大

人

種

は

實

に

初

期

移

住

晟

中

め

最

も

勢

力

あ

る

も

の

で

あ

る
。そ

う

し

て

此

ド

ラ

ゼ

ダ

人

種

な

る

も

の

は

恐

ら

く

叙

事

詩

の

中

に

見

ゆ

る

羅

伐

那
(芻
螽
髷
)ε

尾

眦

遮

那

(≦
び
斷
。・}】霆
9)
ε

を

象

徴

化

し

た

も

の

で

あ

ら

う
。が

然

し
印

度

の

籔

林

や

山

丘

に

住

ん

で

ゐ

て
、而

し

て

詩

の

中

で

は

猿

ご

し

て

謳

は

れ

て

ゐ

る

彼

の

極

め

て

未

開

な

土

蕃

民

族

ε

同

一
覗

し

て

は

な

ら

ぬ
。

ア
.ー

リ

ヤ

人

種

の

移

動

次

に

ア

ー

リ

ヤ
郎

ち
「高

貴
言

自

稱

す

る

原

始

的

家

庭

の

急

速

な

る

發

逹

ε

擴

大

ε

の

爲

め

に

生

じ

た

ア

ー

フ

ヤ

人

種

移

動

の

大

潮

流

は

先

づ

溪

れ

て

ヒ

ン

ダ

ス

タ

ソ
丕
・
原

を

襲

來

し

た
。而

し

て

彼

等

は

亜

細

亜

に

於

い

て

は

サ

ソ

ス

ク

ヲ

/

ト
(S
an
sk
rit}ブ

ラ

ー



4

フ

/

-L
(P
r
�
k
r
it)
ヅ

ア

ソ

ド

(N
畧

α
)
ペ

ル

シ

　
-
(P
e
rs
ia
)

ア

メ

ニ

ア

(.r/
m
e
ii
i..i)
語

の

共

邇

な

る

語

源

で

あ

り

、歐

維

巴

に

あ

り

て

は

ヘ

レ

ソ

(H

e
lle
n
)
イ

タ

リ

(I
ta
ly
)
ケ

ル

ト

(内
o
ε

ヂ

ユ

ー

ト

/
(t
e
u
t
o
n
)
及

び

ス

ラ

9

プ
(しっ
す
く
)
語

の

起

源

で

あ

る

一
言

語

を

操

つ

て

ゐ

た
。原

始

ッ

ラ

ニ

ア

ソ

種

族

よ

り

も

少

し

聴

代

は

、

遲

れ

る

が

彼

等

ε

同

じ

く

中

央

亜

細

亜

の

高

原

i

(恐

ら

く

ボ

カ

ラ

(B
o
k
h
a
ra)
に

近

い

オ

ッ

ク

ス

(O
x
u
s)河

の

源

流

地

附

近

で

あ

ら

う
)1

か

ら

欒

立

ち

を

し

た

彼

等

ア

ー

リ

ャ

人

は

そ

れ

み

丶

分

か

れ

て

歐

羅

巴

や

波

斯

さ

て

は

印

度

へ

ε

殖

民

し

た

こ

ε

で

あ

つ

た
。

イ

ン

ド
、ア

璽

リ

ヤ

人

イ

ソ

ド
、ア

ー

リ

ヤ

人

は

移

住

民

の
本

隊

か

ら

別

か

れ

た

後
、イ

ソ

ダ

7

ス

河
、パ

ソ

ヂ

ヤ

ー

ブ

の

五

河

及

び

紳

聖

な

る

ず

ラ

ス

バ

チ

ー

(ω
舞
霧
く
豊
)
河

の

附

近

に

止

ま

つ

て

農

夫

ε

な

つ

た
。こ

れ

は

恐

ら

く

西

暦

紀

元

前

二

千

年

か
ら

千

五

百

年

ま

で

の
問

の

こ

ε

で

あ

ら

う
。こ

れ

等

の
七

つ

の

河

は

サ

プ

タ

シ

ソ

ド

ウ
(もQ
巷
冨

Oo
冒
穿
G
)
蓬

呼

ば

れ

て

ゐ

る
。ヅ

ア

ソ

ド

語

で

は

ハ
ブ

タ
、
(
/

'/

‐
(H
a
p
ta
H
e
n
d
u
;　yc)
い

ふ

て

ゐ

る
。虹
ハ
後

彼

等

は

恒

河

流

域

の

孚

原

に

續

々

侵

入

し

て

ア

ー

リ

ヤ
、
ブ

ル

タ

蓬

呼

ぶ

地

方

に

蔓

り
、軈

が

て

中

央

印

度

全

部

を

占

領

す

る

に

至

つ

た
。而

し

て

前

住

の

原

住

民

族

ε

提

携

し

否

な

彼

等

を

宛

然

ア

ー

リ

ヤ

化

し
、若

し

こ

れ

に

反

抗

す

る

も

の

は

す

べ
て

南

方

叉

は

山

間

の

僻

地

に

追

放

し

た
。彼

等

ア

ー

リ

ャ

人

は

印

度

に

於

け

る

道

徳

的

知

識

的

進

展

並

に

丈

化

に

樹

す

る

最

初

の

蓮

動

者

で

あ

り
、ド

ラ

ゼ

ダ

移

佳

民

は

そ

の

創

始

者

で

あ

二
七



二
八

つ

た
。

其

後

の

印

度

侵

入

者

と

波

斯

と

の

通

商

貿

易

併

し

印

度

は

大

ア

ー

リ

ヤ
種

族

に

占

有

さ

れ

た

後

で

さ

へ
も
、爾

ほ

容

易

に

各

有

力

な

る

侵

入

者

の

餌

食

ど

な

つ

た
。
ヘ

ロ
ド

タ

ス
(H
e.rQ
clo
tu
s)

に

從

へ
ば

印

度

は

ダ

リ

ウ

ス
、
ヒ

ス

タ

ス

ペ

ス

(O
鼠

磊

缶
巻
富
。。℃
①
↓

に

依

つ

て

征

服

さ

れ

て

ゐ

る
ゆ此

征

討

は

恐

ら

く

西

暦

紀

元

前

五

百

年

頃

に

起

2

た

の

で

あ

ら

う
。し

か

も
、そ

れ

は

極

め

て

一
小

部

分

に

過

ぎ

な

か

っ

た

に

相

違

な

い
。從

つ

て

パ

ソ

ヂ

ヤ

ー

ブ
、
シ

ソ

ド

ウ

一
帶

を

含

む

イ

ソ

ダ

ス
河

流

域

の

卆

聾

以

外

に

は

及

ば

な

か

つ
た
。

.
此

の

征

討

に

次

ぐ

も

の

は
、か

な

り

後

代

の

ペ

ル

シ

ヤ
印

度

問

の

逋

商

貿

、易

で

あ

ら

う
。而

し

て

此

商

業

上

の
交

逋

に

依

つ

て

多

く

の

宗

漱

的

將

π

哲

學

的

新

思

想

が

印

度

に

紹

介

さ

れ
だ

め

か

も

知

れ

ぬ
。又

彼

の

阿

育

王

の
勅

令

や

そ

の
碑

交
(紀

元

前

約

一
.
百

五

+

年
)の

ア

ル

ハ

ベ

ツ

ト

は

現

に

一
般

に

フ

エ

ニ
キ

Q.
(P
h
o
e
n
'c
ia
)
の

ア

ル

ハ

ベ

ッ

ト

ご

關

係

が

あ

る

ε

考

へ
ら

れ

て

ゐ

る

が
、恐

ら

く

フ

エ

ニ

キ

ア

の

ア

ル

ハ

ベ

ツ

ト

の
紹

介

も

此

商

業

上

の

交

通

に
基

く

も

の

で

あ

ら

う
。

亞

歴

山

大

王

の

遶

征

ア

レ

キ

サ

ソ

ダ

ー

大

王

ガ

イ

ソ

ダ

ス
河

絆

に

至

る

遠

征

は

一
層

確

實

な

る

史

實

で

あ

る
。時

は

紀

元

前

三

百

二

十

七

年

の

こ

ご

で

あ

る
。歐

洲

人

が

印

度

の

西

北

部

並

に

希
臓

軍

が

it
--
ル

チ

ヤ

ス
(Z
豢

9
邑

に

指

揮

さ

れ

て

舟

で

下

っ

た

ε

い

ふ

五

河

地

方

に
關

す



る

信

す

べ

き

最

初

の

報

告

を

得

た

の

は

此

遶

征

の

賜

で

あ

.つ

た
。
セ

ロ

ィ

コ

ス
、
二
ヶ

コ

タ

‐

(S
ele-

u
k
o
s
N
ilca
to
r)
i

亜

歴

山

大

王

の

相

續

者

で
、叉

西

暦

紀

元

前

三

百

十

二

年

頃

に

は
、
ユ

ー

フ

ラ

チ

レ

ス
(穿

喜
糞

。
。・)
河

イ

ソ

ダ

ス
河

間

全

領

土

の

支

配

者

で

も

あ

ウ

た

ー

の

使

者

ざ

し

て

華

子

城

(P
�
ta
li,p
u
t
r-a
今

の

°ti

ト

-jam

P
a
t
n
a
)
?!

於

け

る

栴

陀

羅

掘

多

(∩
磐

α
『
㌣

σq
a
p
t
a
月

護

V
の

宮

鷹

ζ

滯

在

し

て

ゐ

泥

メ

ガ

ス

セ

-rF

K

(1V
le
g
a
s
t
h
e
n
e
s
)
は

長

い

間

茲

處

に

留

つ

て

彼

の

ス

ト

ラ

ボ

(S
tr
a
b
o
)

プ

リ

ニ

ィ

(P
lin
y
)

ア

ラ

イ

ア

ン

(r/
r
i-ia
n
)
及

び

其

他

の

人

々

が

利

用

し

た

報

告

を

.深

く

蒐

集

す

る

ε

こ

ろ

が

あ

つ

た

。

パ

璽

シ

量

の

印

度

入

吻

長

い

年

月

を

經

て

パ

ー

.1

--

(P
�
rs
i)が

移

佳

し

て

來

π

。波

斯

人

の

ゆ

つ

こ

此

小

種

族

は

紀

元

七

世

紀

に

ヵ

リ

ー

フ
、オ

マ

/

(K
h
a
lif
O
m
a
r)
の

統

牽

せ

る

マ

ホ

メ

ッ

ト

漱

徒

に

征

服

さ

れ

て
、そ

の

本

國

か

ら

追

放

さ

れ

た

の

で

あ

る
。吠

陀

の

宗

歡

に

類

似

し

た

波

斯

の

古

代

宗

藪

に

歸

依

し

て

ゐ

π

彼

等

は

其

信

仰

の

記

録

陀

る

豫

吉

者

ゾ

ロ

ア

ス

タ

--
(Z
o
r
o
a
sterj
の

ti
　
典

ヅ

ア

ン

ト
、ア

ゾ

坏

タ

--

(7.a
n
d
諺
v
a
st�
)
を

携

へ

て

約

壹

千

萱

百

年

前

ス

+n

--

ト

(S
u
ra
t)

の

附

近

へ
居

.を

定

め

た
。而

し

て

大

商

入

ε

な

り

大

邉

船

家

ε

な

つ

た
。二

三

百

年

間

は

吾

々

は

彼

等

の

歴

史

に

u槻

い

て

麹

る

所

・櫃

な
.
い
。彼

等

の

宗

歡

は

決

し

て

新

信

者

を

歡

迚

せ

な

い
。從

つ

て

彼

等

の

仲

間

は

・少

し

も

囎

加

す

る

こ

蓬

は

な

か

つ

た
。叉

彼

等

怯

ア

ー

ツ

ヤ
髄人

の

人

々

ε

雜

婚

す

る

こ

ε

も

な

か

二
九



三
〇

つ
た
。
そ

れ

ゆ

ゑ

彼

等

の

數

は

今

日

で

も

街

ほ

約

七

萬

に

過

ぎ

な

い
。さ

り

な

が

ら
、彼

等

は

歐

洲

人

お

ソ

ペ
イ

に

劣

ら

ぬ

多

忙

な

企

業

好

さ

の

習

慣

か

ら

し

て

孟

買

市

及

び

西

都

印

度

の

人

々

の

中

で

重

要

な

.

'

る

瓧

會

的

地

位

を

占

め

て

居

る

。

,

(
私
註

)

波
斯

教
の
聖

典
ア
ず

ス
タ
ー
、
ヅ
ア

ン
ド
(
諺
く
霧
鼠

N
譽

島
)
の
名
ば
元
來

ア
ブ

ス
タ
ー
帥

ち
原
典

マ、
ヅ
ア

ン
ド
印

ち
註
釋
書

こ
の
二
字

か
ら

出
來

て
ゐ
ろ
。
註

釋
書
ε

い
ふ
意
昧

為
持

つ
た

ヅ
ア

ン
ド
こ

い
ふ
名
辭

ほ
其
後

パ
ー

シ
ー

の
聖
亜
ハが
書

か
れ
て
ゐ
ろ
言
葉

そ

の
も

の
為

い
ふ
ご
ミ
に
な

つ

た
以
上
は

ウ
イ

リ
ァ

ム
氏

の
宋

註
で
あ

ろ
が
逋
常
波
斯
教

の
聖
典
ば
今
目

ゼ

ン
ド
、
ア
ゴ

ス
タ

(l
e
n
d

A
v
e
sta
)
a;
い
ふ
名
で
呼
ば

れ
て
ゐ

ろ
。
「
東
方

聖
書

」
第
四

、
第

二
十
三

・
第
三
十

一
巻

に
は
其
譯

が
載

ぜ
ら
れ

て
ゐ
ろ
。

ア

ラ

ビ

ア

ァ

フ

ガ
ン

回

教

徒

の

印

度

入

り

次

に

回

歡

徒
(亜

刺

比

亜

人
、土

耳

其

人
、亜

富

汗

人
、蒙

古

人
、波

斯

人
)が

來

た
。爾

來

彼

等

は

屡

々

印

度

に

入

b

來

つ
た

の

で

あ

る
。今

や

彼

等

は

五

千

八

百

萬

人

即

ち

印

度

全

體

の

人

口

の
約

五

分

の

一
を

算

す

る

に

至

つ

セ
。

(私
註
)

今
日
で
に
回
教
徒
の
總
數
は
實
に
六
千
六
百
萬
餘
な
算
す
る
こ
ε
e
あ
ら
う
。

然

し
、彼

等

の

大

多

數

は

ヒ

ソ

ヅ

ー

の

子

孫

で

あ

つ

て

回

歡

に

改

宗

し

た

も

の

で

あ

る
。彼

等

は

其

政

治
的

手

腕

に

於

て

は

優

ぐ

れ

て

ゐ

た

け

れ

こ

も

ヒ

ソ

ヅ

ー

人

が

そ

の

前

住

者

の

位

置

を

乘

り

取

っ

た

や

う

に
、
ヒ

ソ

ヅ

ー

人

を

征

服

す

る

こ

ε

が

出

來

な

か

っ

た
。加

之

回

激

徒

は

其

印

度

問

題

に

就

い

て

は

大

抵

の

場

合

無

干

渉

の

態

度

を

取

る

の

が

其

政

策

で

あ

つ

た

の

で

あ

る
.だ

か

ら

即

度

の

回

歡

徒

は
峩

る

程

度

ま

で

ヒ

ン

ヅ

ー

化

さ

れ
、叉

吉

語

習

慣

性

格

等

に
於

炉

て

も

彼

等

が



ヒ

ン
ヅ

ー

人

に

與

へ
た

よ

り

も
、寧

ろ

ヒ

ソ

ヅ

ー

人

よ

り

探

る

方

が

多

か

つ
た
。

匕

ン

ヅ

響

の

風

術

ど

印

度

の

不

統

目

省

ほ

叉

ヒ

ソ

ヅ

ー

の

風

街

は

葡

萄

牙
、和

蘭
、デ

ソ

マ

ー

ク

佛

蘭

西

さ

て

は

英

國

な

ご

め

諸

國

か

ら

盛

ん

に

歐

洲

の

思

潮

が

流

れ

込

ん

で

來

た

の

に

も

拘

ら

す
、依

然

己

し

て

其

風

省

を

持

ち

こ

た

へ
て

行

っ

陀
.そ

う

し

て

英

國

人

は

全

印

度

に

擴

が

っ

マ
ザ

ル
ズ

ソ

て

奮

つ

て

回

歡

徒

が

左

右

し

た

よ

り
、よ

り

以

上

の

大

な

る

政

治

上

の

圭

權

を
-握

つ

た

が
、し

か

し

其

在

來

の

住

民

ε

融

和

し

な

か

つ

た

こ

ε

は

回

歡

徒

以

上

で

あ

つ

た
。水

ε

油

蓬

が

融

合

せ

な

い

蓬

同

樣

に

現

今

印

度

に

於

け

る

統

治

者

ご

被

統

治

者

ε

は

決

し

て

結

合

一
致

せ

な

い
。印

度

人

口

の

大

多

數

は

實

際

爾

ほ

ヒ

ソ

ヅ

ー

人

で

あ

つ

て
、勝

謂

イ

ソ

ド
、ア

ー

リ

ヤ
民

族

の
.道

徳

的

威

化

は

爾

ほ

隆

盛

を

極

め

て

居

る
。

印

度

の

不

統

一
ど

民

族

ε

こ

ろ

が
、此

種

族

は

到

底

統

一
さ

れ

た

一゚
國

家

を

成

立

す

る

こ

ぎ

が

出

來

ぬ
.
か

の

歐

洲

ア

3

リ

ヤ
民

族

が

曾

つ

て

種

々

に

分

か

れ

叉

現

に

區

々

た

る

類

別

が

あ

る

が

や

う

に
、こ

の

民

族

に

も

多

く

の

異

れ

る

種

族

が

あ

る

の

で

あ
,る
。
か

丶

る

不

統

一
に

は

幾

多

の

原

因

が

な

く

て

は

な

ら

の
。
印

度

ア

ー

リ

ヤ
民

族

は

相

次

い

で

僥

入

し

來

つ

た

が

だ

め

に
、
丁

度

か

の

希

臘

人

ε

羅

馬

人

ε

が

ケ

ル

ト

人

ε

チ

ユ

ー

ト

ン

人

ε

に

異

つ

て

ゐ

る

が

や

う

に
、印

度

に

於

い

て

も

初

期

の

侵

入

者

ε

後

期

の

侵

入

者

ご

の

問

に

は

越

へ

る

こ

ど

の

出

來

漁

溝

が

あ

る
。

三

囎



三
二

そ

れ

か
ら

氣

候

の

變

化

が

そ

の

性

格

を

變

へ
る

上

に
頗

る

有

效

で

あ

つ

た
。加

之
、非

ア

ー

リ

ヤ

民

族

た

る

土

蕃

艮

族
、回

歡

徒

及

び

歐

洲

人

蓬

の

接

觸

の

た

め

に
、印

度

各

地

に

於
げ

る

ア

ー

リ

ヤ

践
・

族

は

種

々

な

る

影

響

を

受

け

た

の

で

あ

る
。假

り

に

非

ア

ー

フ

ヤ
民

族

に

就

い

て

云

つ

て

も

亦

た

そ

の

間

に

大

な

る

相

蓮

が

あ

る
。彼

等

土

蕃

民

族

は

先

づ

大

體

ド

ラ

ビ

ダ

入

種

ε

コ

ラ

リ

ア
(K
�
la
,

蕃
)
人

種

ε

の

二

つ

に

別

か

れ
。此

両

種

族

は

共

に

ッ

ラ

ニ

P　

　
(T
u
r�
n
ia
n
)
ε

概

稱

さ

る

丶
世

界

的

住

民

の

一
部

に

屬

す

る

も

の

で

あ

る

が
、ド

ラ

ビ

タ

人

種

は

既

に

ほ

の

め

か

し

て

置

い

た

逋

り
、彼

等

が

獨

立

し

た

交

明

を

建

設

し

叉

幾

分

か

宗

漱

風

俗

脅

慣

に

於

い

て

も

ヒ

ソ

ヅ

ー

化

さ

れ

た

黙

よ

り

し

て

最

も

重

要

醜

す

べ
き

民

族

で

あ

る
。然

し

コ

ラ

リ

ァ

人

種

は

依

然

ε

し

て

そ

の
、未
.開

な

る

土

蕃

歌

態

を

續

け

て
。
ゐ

る
。

印

度

の

不

統

一
と

誉

語

だ

か
ら
、先

づ

ア

ー

リ

ヤ
艮

族

ε

非

デ

ー

リ

ヤ

民

族

ピ

を

考

究

し
、

更

に

言

語

の

相

逹

ε

い

ふ

も

の

が

民

族

を

必

然

的

に

決

定

的

に

區

.別

す

る

も

の

で

は

な

い

が
、少

く

蓬

も

人

民

を

永

久

に

分

離

す

る

も

の

だ

ε

考

へ
る

ε
、印

度

に

於

け

る

人

々

は

十

四

種

に

區
別

す

る

こ

ε

が

幽

來

る
。こ

れ

に

依

つ

て

所

謂

十

四

の

國

籍

は

構

成

さ

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

次

に
、こ

れ

等

の

人

々

を

特

徴

づ

け

る

十

四

種

の

吉

論

を

擧

げ

る
。

　
、
一.
k

ソ
デ

イ

　
(H
in
d
i)

こ

れ

は

ヒ

ソ

ダ

冬

タ

ソ
地

方

に

の

み

用

ひ

ら

れ

て

ゐ

る

も

の

で
、此

　



言

葉

を

使

用

し

て

ゐ

る

も

の

は

實

に

登

億

二

千

萬

人

を

算

す

る
。此

の

ヒ

ソ

デ

ィ

語

の

中

に

は

高

誓

ヒ

ソ

デ

イ

語

(私
註
、

梵
語

か
ら
脱

化

し

た

も

の
で

あ

ゐ
)
ピ

常

に

回

歡

徒

の

用

ゆ

る

波

斯

語

ε

亜

刺

比

亜

語

ご

を

混

交

せ

る

ヒ

ソ

ダ

ス

タ

ニ

ー

　
n
(H
in
d
�
s
t�
n
i)其

他

ブ

ラ

ジ

ュ
甑
n
(B
raJ)ヵ

ノ

ジ

ィ

ー
.
甑
n
(K
a
n
�
uji)
メ

ブ

ー

リ

ー

語

(M

e
w
�
r
i)
古

ブ

ー

ル

ゼ

ー

語

(○
ξ

引
量

ア

ブ

デ

ィ

ー

語

(A

w
a
d
h
i)
ポ

ジ

訟

プ

リ

ー

語

(B
h
o
j
p
u
r
i

さ

て

は

シ

ョ
ド

ブ

1

(J
o
d
h
ju
r)
地

方

の

マ

ー

ル

ゾ

ー

リ

ー

語

(M
�rw
�
ri)
の

如

き

他

の

種

々

の

ヒ

ン

デ

イ

語

系

に

屬

す

る

地

方

語

を

含

ん

で

ゐ

ざ

。就

中

最

後

の

マ

ー

ル

ブ

ー

り

1

語

は

恐

ら

く

最

も

注

目

す

る

に

足

る

も

の

で

あ

ら

う
。

　二

ベ

ソ

ガ

ー

り

-

語

(B
en
g
�
li)

こ

の

言

葉

は

ベ

ソ

ゴ

ー
、
ル

州

に

於

け

る

約

四

千

二

百

萬

の

　

人

々

に

用

ひ

ら

れ

て

ゐ

る

も

の

で

あ

る

　三

マ

ラ

ー

プ

イ

ー

語

(]≦
碧
理
霤
)

此
=
言

葉

は

デ

ツ

カ

ソ
(O
O
パ
ゴ
自。
5
)高

原

地

方

の

マ

ハ

ー

ラ

ー

シ

　

ユ

ト

ラ

(M
a
h
�r�
sh
tra
)
に

於

け

る

約

二

千

百

萬

の

者

に

用

ひ

ら

れ

て

ゐ

る

も

の

で

あ

る
。此

の

中

に

は

コ

ン

カ

ニ

ー

語

(K
o
n
k
a
n
i)ピ

.J

て

知

ら

れ

て

ゐ

る

コ

ソ

カ

ソ
(丙
。
昂

碧
)地

方

の

方

言

を

も

含

ん

で

ゐ

る
。

　四

グ

ジ

ャ

ラ

ー

テ

ィ

ー

　
�
(G
uja
r�
ti)

こ

れ

は

グ

ジ

ヤ

ラ

ー

ト

地

方

に

於

け

る

約

壹

千

百

五

　

十

萬

の

人

々

に

話

さ

れ

て

み

る

吉

葉

で

あ

る
。

三
三



三
,四

ラ

ヨ

　

五

パ

ソ

ジ

ヤ

ビ

ー

　
a
(P
a
n
j
　
b
i)

こ

れ

,,,.6

°;

ゾ

ジ

ヤ

プ

州

に

於

け

る

約

壹

千

六

百

萬

の

人

々

　

に

用

ひ

ら

れ

て

ゐ

る

も

の

で

あ

る

。

ラ六

ヵ

シ

ュ

ミ

ー

り

-

語

(K
a
s
m
ir
i)

こ

れ

は

カ

シ

ュ

ミ

ー

ル

州

に

於

け

る

約

三

百

萬

人

の

人

.
　

人

に

依

つ

て

用

ひ

ら

れ

て

ゐ

る

も

の

で

あ

る
。

　七

シ

ソ

デ

ィ

ー

語

(S
in
d
h
i)

こ

れ

は

シ

ソ

ド

地

方

に

於

け

る

三

百

萬

人

ば

か

り

の

人

に

用

.　

ひ

ら

れ

て

ゐ

る
。

ラ八

オ

=・
ヤ

語

(O
riy
a
)

こ

れ

は

オ

リ

ッ

サ

(O
rissa
)
地

方

に

於

け

る

約

八

百

萬

の

人

に

用

ひ

ら

　

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

る
。

以

上

八

禪

の

言

語

は

所

謂

イ

ン

ド
、
ア

ー

ソ

ヤ

ソ

ご

呼

ば

れ

て

ゐ

る

ア

ー

リ

ヤ
民

族

の

各

種

族

に
屬

す

る

も

の

で

あ

る
。

次

に

非

ア

ー

リ

ヤ
民

族

を

擧

げ
、更

に

こ

れ

を

六

種

族

に

分

け

て

其

言

葉

の

名

稱

に

依

つ

て

記

載

し

や

う

先

づ

第

一
に

約

五

千

八

百

萬

人

を

も

算

す

る

所

謂

四

大

ド

ラ

ゼ

ダ

人

種

を

舉

げ

る

ε

次

の

逋

り

で

あ

る
。

ラ九

タ

ミ

ル
語

(日
9
ヨ
ε

こ

れ

は

六

百

萬

人

ば

か

り

の

人

逹

に

使

用

さ

れ

て

ゐ

る

言

葉

で
、其

使

`
.



用

區

域

は

錫

蘭

島

の

北

部

を

筆

頭

起

、
北

方

コ

モ

リ

ソ

(C
o
m
e
ri
n
)岬

か

ら

ト

ラ

バ

/

n

‐

ル

(T
r
a
v
a
n
-

c
o
r
e
)
の

南

部

及

び

所

謂

カ

ル

ナ

チ

ッ

ク

(4　
a
rn
a
tic
)
郎

ち

マ

ド

ラ

K

(M

a
d
ra
s
)
v

北

約

百

哩

の

地

黙

に

,

あ

る

コ

ロ

モ

ソ

デ

〃

tC
o
ro
m
a
n
d
e
l}
海

岸

の

・南

部

に

及

ん

で

ゐ

る
。

　十

マ

ラ

ヤ

ー

ラ

ム
語

(寓
巴
曙

巴
9
旦

こ

れ

は

タ

ミ

ル

系

の

方

吉

ε

も

見

る

べ

き

も

の

で
、ト

ラ

　

バ

ソ

コ

ー

ル

及

び

マ

ラ

バ

1

(M
a
la
b
a
r)
海

;;
;,
の

�　

部

一
帶

約

六

百

萬

人

に

依

つ

て

話

さ

れ

て

ゐ

る
。ラ

ロ

じ

イ

タ

リ
　

士

テ

ル

グ

語

(日
色
轟

ζ
)

こ

の

吉

葉

は

發

音

の

軟

ら

か

な

黙

か

ら

し

て

印

度

の

伊

太

利

語

ε

　

呼

ば

れ

て

居

る
。
マ

ド

ラ

ス

の

北

部

一
帶

か

ら

コ

ロ

モ

ソ

デ

ル

海

岸

の

北

部

帥

ち

北

サ

ー

ヵ

ス

(C
ir
ca
rs)
及

び

ニ
ザ

ム

(客
幽鎚
ヨ
)

の

領

地

の

一
部

に

至

る

約

二

千

萬

人

の

問

に

使

用

せ

ら

れ

て

居

る
。　士

一
カ

ナ

リ

ー

ス

語

(困
碧
碧
。
ω。)

こ

れ

は

マ

イ

ソ

ー

ル

(冨
蕩
○
弖

ε

孟

買

州

の

南

部

ε

ヵ

ナ

ラ

　
(K
a
n
a
rし

及

び

マ

ラ

バ

ル

海

濱

の

一
部

に

於

け

る

約

一
千

萬

人

に

用

ひ
ら

れ

て

ゐ

る

言

語

で

あ

る
。

佃

ほ

茲

に

宇

ば

洗

練

さ

れ

た

ド

ラ

ビ

ダ

人

種

の

方

吉

が

二

つ

あ

る
。帥

ち

ヵ

ナ

ラ

の

一
小

地

方

に

用

ひ

ら

れ

て

ゐ

る

ッ

ル

語

(日
詈

)ε

マ

イ

ソ

ー

ル

西

部

の

丘

陵

地

方

に

於

け

る

僅

か

十

五

萬

人

に

用

ひ

ら

れ

て

ゐ

る

コ

ー

ル

グ

語

(困
o
。
過

i

或

は

コ

ダ

グ

語

(【
。
μ
お

ε

ざ

も

い

ふ

ー

こ

の

二

つ

三
五



三
霽

で

み

る
。然

し

こ

れ

等

は

國

語

ε

し

て

擧

ぐ

る

に

足

ら

な

い

も

の

で

あ

る
。

次

に

未

洗

練

な

ド

ラ

ゼ

ダ

人

種

使

用

の
圭

な

る

吉

葉

を

掲

げ

る

こ

ε

丶
す

る
。

劃

ゴ

ソ

ド

語

(Ω
・
且
)

こ

の

言

葉

は

二

百

萬

足

ら

す

の

土

蕃

人

民

の

問

に
使

用

せ

ら

れ

て

ゐ

る
、

`
.

而

し

て

彼

等

土

蕃

人

は

數

部

族

に

分

か

れ

て

ゐ

て
、中

に

は

殆

ん

ご

野

蠻

人

に

等

し

き

も

の

も

あ

れ

ば
、叉

中

央

地

方

ゴ

ソ

ド

ヴ

ァ

ナ
(∩
即O
昌
α
ミ
9
旨
9
)
に

佳

ん

で

ゐ

る

比

較

的

開

化

し

淀

も

の

も

あ

る
。
ゴ

ソ

ド

人

の

言

語

は

近

來

組

織

立

て

ら

れ

て

デ

バ

ナ

ー

ガ

ソ

.--
(D
e
v
a
n
�gq
a
ri)

風

に

表

現

さ

れ

る

や

う

に

な

つ

た
。序

に

ゴ

ソ

ド

人

の

言

葉

が

ド

ラ

ビ

ダ

ソ

風

で

あ

る

か

ら

、
ゴ

ソ

ド

人

は

ド

ラ

ビ

ダ

人

で

あ

る

ε

は

云

へ

ぬ
。こ

れ

は

コ

ル

ニ

ッ

シ

ユ

C̀
o
rn
ish
)
人

が

吾

々

英

國

人

の

言

葉

を

使

用

し

て

ゐ

る

か

ら

彼

等

は

英

民

族

だ

ご

云

へ

な

い

の

ε

一
般

で

あ

る
。

今

一

つ

の

未

洗

練

な

ド

ラ

ビ

タ

人

種

の

方

吉

即

ち

オ

ラ

ー

オ

ソ

語

(O
i　o
n
)
や

ラ

ー

ジ

ュ

マ

ハ
.

ル

語
(R
�jm
a
h
a
l)
や

コ

ソ

ド

語

茵
}δ
冠

)
や

ト

ダ

語

+T
c;d
a)
や

コ

タ

語

(囚
⊆
9)
な

ご

は
「民

族

」
こ

い

ふ

字

を

冠

す

る

に

足

ら

濾

程

の

種

族

の

問

に
"使

用

せ

ら

れ

て

ゐ

る

も

の

で

あ

る
。

最

後

に
、全

く

未

開

野

蠻

な

非

ア

ー

リ

ヤ

民

族

非

ド

ラ

ビ

ダ

人

種

の

方

吉

を

擧

げ

る

ε

次

の

や

う

で

あ

る
。

、

　+
四

コ

ラ

c.
p.

1

語

(K
o
la
ria
n
)

こ

れ

は

チ

ヨ

タ

ー
、ナ

グ

プ

ー

ル
(Ω
μ。
衝

Z
謬
窟

「)
の
乱
ロ同
原

に

佳

す

る

　



h

°‐

ル

R
(I/
o
ls)
人

ε

い

ふ

約

三

百

萬
・人

以

上

の

問

に

逋

用

す

る

吉

葉

で

め

る
αそ

う

し

て

彼

等

は

ザ

ヅ

ト

七

つ

の

粗

野

な

方

言

を

用

ゐ

る
.そ

の

中

で

最

も

よ

く

知

ら

れ

て

ゐ

る

も

の

は

コ

ー

ル

ス

人

・
・し
、
ジ

ュ

ア

ー

グ

ス

(」
螽

コ
αq
°。
)
人

-

(全

印

度

に

於

け

る

最

古

の

種

族

Vl

ε

サ

ソ

タ

--

〃

c(
(S
a
n
t�
ls
)

人

ε
、
ム

ソ

ダ

ス
2

弩
母
㏄
)
人

ε

そ

う

し

て

ボ

ス

(H
o
s)
人

ε

の

方

言

で

あ

る
。

而

し

て
、印

度

の

邊

境

諸

邦

に

屬

す

る

育

葉

即

ち

ア

フ

ガ

ー

二
・ス

タ

/

(A
fg
h
�n
ista
n
)
の

パ

シ

ユ

ッ
風語

(Y
a
sh
tε

i

或

は

パ
ρ
ク

ッ

語

(℃
巴
く算
ε

ε

も

云

ふ

ー

ネ

ポ

ー

ル

國

(Σ
巷
巴
V
の

ネ

パ

ー

リ

ー

唄

語

(1¥Te
p
�
li)
1

或

は

ネ

.バ

ー

r
.

r-

K

(
N
e
p
�
le
s
e
)

こ

も

い

ふ

-
ー

ア

ソ

サ

ム

(A

s
s
a
ヨ

)
洲

の

ア

サ

11l

I

c(

(A

s
a
in
e
s
e
)
英

領

ビ

ル

マ

の

プ

ル

ミ

ー

ス

(bd
ξ

p菌

。。
Φ
)
及

び

錫

蘭

の

シ

ソ

バ

r.

l

K

(S
in
h
a
le
s
e
)

の

如

き

は

全

く

上

の

列

舉

の

中

に

は

入

れ

な

い
。此

外

ネ

ポ

ー

ル
、
プ

ー

タ

ー

ン

(B
h
u
td
n
)
並

び

に

ア

サ

ム

(P
isa
m
)

の

'山

中

に

住

居

し

て

ゐ

る

種

族

r

(彼

等

の

中

に

は

所

謂

ヒ

マ

ラ

ヤ
族

に

薦

し

叉

多

少

チ

ベ

ッ
ト

系

統

を

帶

び

て

ゐ

る

も

の

も

あ

る
)i

に

依

つ

て

使

用

さ

れ

て

ゐ

る

方

言

が

殆

ん

ご

無

數

に

あ

つ

て
、か

の

ヵ

ス

ト

博

士

(D
r.
C
u
lt)
に

從

へ
ば

全

印

度

及

び

苴
ハ
邊

境

の

地

に

於

け

る

開

未

開

の

言

葉

方

言

の

數

は

實

に

五

百

三

十

九

を

下

ら

な

い

ε

の

こ

ε

で

あ

る
。

・

印

度

の

不

統

駲
凌

鮭

會

制

度

然

し

印

度

に

於

い

て

は

民

族

ど

言

葉

の

相

逹

か

ら

起

つ
π

不

統

一
の

外

に
、か

の

交

化

角

種

族

間

に

敷

か

れ

た

る

耻

會

制

度

が

印

度

を

し

て

よ

り

不

続

一
に

三
七



三
八

陷

ら

し

め

た
。帥

ち

こ

れ

等

數

種

の

開

化

的

種

族

澗

に

於

け

る

瓧

會

的

階

級

の

大

別

小

別

は

歐

洲

の

そ

れ

よ

り

も
、よ

り

迅

速

に

而

か

も

よ

り

鞏

固

な

る

境

界

線

を

以

て

結

晶

し

た

の

で

あ

る
。か

の

ヒ

ソ

ダ

ー

ス

ε

一
名

の

下

に

呼

ば

れ

且

つ

同

一
吉

語

を

用

ゆ

る

地

方

に

於

い

て

さ

へ
も
、階

級

規

定

が

敷

か

れ

て
、無

數

の

獨

立

せ

る

瓧

會

が

作

ら

れ
、其

獨

立

孤

立

を

⊥土
張

す

る

こ

己

を

以

て

誇

り

蓬

し

た

の

で

あ

る
。

印

度

と

宗

教

茲

。に

於

て

か

か

丶

る

民

族

蓬

吉

語

蓬

瓧

會

的

慣

習

ε

が

如

何

に

し

て

宗

歡

の

信

條

に
影

響

を

齎

し

た

か

ご

の

問

題

が

生

じ

て

來

る
。企

印

度

に

亘

る

ヒ

ソ

ヅ

ー

民

族

に

は

其

間

に

幾

多

の

相

逹

が

あ

る
。而

か

も

唯

一

つ

の

宗

歡

的

信

條

は

印

度

ア

ー

ソ

ヤ
民

族

の

各

移

佳

者

に

樹

し

㌔
根

本

的

統

一
を

な

す

有

力

な

る

證

驗

を

與

へ
て

ゐ

る
。そ

れ

ε

同

時

に

そ

の

宗

歡

的

信

條

が

廣

大

な

る

印

度

に
擴

が

り

つ

丶
其

間

に

種

々

な

る

變

化

を

蒙

つ

た

有

樣

を

忠

實

に

簿

へ
て

ゐ

る

ε

い

ふ

こ

ε

は

注

意

す

べ
き

こ

ε

で

あ

る
。而

し

て

其

宗

歡

的

信

條

は

今

徇

ほ

或

る

言

語

や

丈

學

の

中

に

保

存

さ

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

る
。然

り

而

し

て
、此

の

信

條

は

原

始

的

單

純

な

る

萬

有

騨

歡

的

敏

理

に

基

い

て

ゐ

る
。し

か

し
、そ

れ

は

叉

實

に

無

數

の

多

紳

的

迷

信

に

分

岐

し

て

ゐ

る
。印

度

の

聖

樹

無

花

果

が

一
本

の

幹

か

ら

無

數

の

枝

を

延

ば

し
、其

枝

地

上

へ
根

を

下

ろ

し
、自

ら

一
本

の

沐

ε

な

り
、遂

に

母

木

は

そ

れ

自

身

の

枝

條

か
ら

潤

來

て

ゐ

る

濃

密

な

る

繁

み

の

中

に

埋

も

る

丶



に

至

る

が

如

く
、此

萬

有

棘

歉

的

信

條

は

充

分

印

度

人

心

に

そ

の

根

を

下

ろ

し
、そ

の
、分

枝

を

頻

り

に

擴

げ
、そ

れ

が

だ

め

に

其

根

本

歡

理

の

質

朴

さ

は

非

常

に

發

逹

せ

る

奇

怪

な

る

騨

話

の

繁

み

の

中

に

失

は

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

る
。

印

度

宗

教

の

根

本

教

理

吾

人

が

短

刀

直

入

此

の

根

本

歡

理

を

要

約

す

る

た

め

に

は

其

派

の

哲

學

者

に

依

つ

て

高

唱

さ

る

丶
が

如

く

こ

っ

の

語

・
砿
b

な

る

一
個

の

形

式

即

.,s

E
k
a
m

ev
a
a
d
-

<
響
鴇

ヨ
(唯

一
に

し

て

第

二

あ

る

こ

ε

な

し
)
を

借

る

に

如

く

は

な

;
°梵

(　゚
.ra
h
m
a
n
)
ε

呼

ば

る

丶

唯

.一
の

宇

宙

的

精

神

の

外

眞

に

存

在

す

る

も

の

は

無

い
。
こ

の

精

紳

か

ら

離

れ

て

存

在

す

る

ε

考

へ

ら

れ

る

も

の

は

總

べ
て

幻

影

で

あ

る
。二

れ

實

に

波

羅

門

激

の

動

か

す

べ

か

ら

ざ

る

信

條

で

あ

る

ベ

タ

正

統

的

印

度

哲

學

に

從

へ
ば

そ

の

信

條

は

唯

一
眞

實

の

吠

陀

で

あ

る
。少

く

ε

も

歡

育

あ

る

ヒ

ソ

ヅ

ー

人

』

般

の

信

仰

よ

り

す

れ

ば

所

謂

そ

の

信

條

な

る

も

の

は

吠

陀
(く
亀
9
)が

導

く

唯

一
眞

實

の

知

識

で

あ

る
。

通

俗

的

を

印

度

教

こ

れ

に

反

し

て
、逋

俗

的

な

印

度

激

(空
昌
量

・゚ヨ
)
は

此

信

條

を

　
c　
　

(In
�n
a

-
m
嬰
g
a
)
即

ち

解

脱

の

最

高

方

法

ε

し

て

認

容

し

て

ゐ

る

や

う

で

め

る

が
、爾

ほ

こ

れ

に

他

の

劣

っ

サ

た

二

つ

の

方

法

を

・附

加

し

'て

ゐ

る
。

第

二

は

業

道

(K
a
rm
a
-
m
�rg
a
)で

犧

牲

や

儀

式

や

沐

浴

や

苦

行

な

ご

の

効

果

に

封

す

る

信

仰

で

あ

三
九



四
〇

る
。第

二

は

I≫　
　道

(B
h
a
k
ti-
m
�rg
a;
で
、人

格

紳

へ

の

信

仰

で

あ

る
。序

に

こ

の

u　
(R
ha
k
:i)
ざ

い

ふ

語

は

ウ

.ハ

ニ

シ

ヤ

ソ
ド

の
禮

拜
(毛

勢
雪
叫
)に

相

當

す

る
。

加

之
、こ

の

逋

俗

な

印

度

歡

は

そ

の

多

神

説
、偶

像

崇

拜

及

び

階

級

差

別

の

様

式

を

説

明

す

る

た

め

に
、唯

一
の

宇

宙

的

實

在

は

虚

妄

の

相

を

現

す

る

も

の

だ

ε

考

へ
、叉

こ

の

唯

一
の

宇

宙

的

實

在

は

虹

に

於

け

る

光

線

の

や

う

に

種

々

の

姿

を

現

は

す

も

の

だ

こ

考

へ
、或

は

叉

神
、悪

魔
、牢

紳
、善

惡

の

靈
、人

類

動

物

は

愚

う

か
、め

ら

ゆ

る

一
切

の

威

覺

的

有

形

的

の

物

質

は

棘

か

ら

の

流

出

物

で

あ

つ

て
、畢

竟

神

の

本

體

に

再

び

歸

入

さ

る

べ

き

も

の

で

あ

る

ε

假

定

し

て

ゐ

る
。そ

れ

故

に

此

置
ハ
智

ε

通

俗

的

な

漱

理

ε

を

結

び

つ
け

る

道

程
,に

は

幾

多

の

屈

曲

が

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

ε

い

ふ

ご

ε

は

容

易

に

う

な

つ

か

ら

れ

得

る

ε

こ

ろ

で

あ

る
。叉

印

度

漱

の

叙

述

に

し

て

も

世

人

周

知

の

殆

ん

ご

一
切

の

宗

數
的

哲

學

的

思

想

に

觸

れ

て

ゐ

な

い
も

の

は

十

分

ε

す

る

に

足

ら

な

い

ε

い

ふ

こ

ε

も

眞

に

斷

言

し

得

る

所

で

あ

る
。然

り
、印

度

歡

は

吠

陀

か

ら

出

發

し

て
、あ

ら

ゆ

る

宗

激

か

ら

何

物

か

を

探

り

來

り
、そ

う

し

て

あ

ら

ゆ

る

人

間

に

適

合

す

る

形

式

を

現

は

す

に

終

つ

て

ゐ

る
。印

度

」
歡

は

眞

に

寛

容

的

で

あ

り

温

順

的

で

あ

り
、包

括

的

で

め

り

叉

吸

收

的

で

あ

る
。叉

印

度

歡

は

精

神

的

ε

物

質

的
、顯

歡

的

ε

密

歡

的
、圭

觀

的

ε

客

觀

的
、合

理

的

ε

非

合

理

的
、純

的

ε

不

純

的

ε

の

各

両

面

を

有

し

て

居

る
。印

度

歡

は

大

な

る

多

角

形

ヌ

は

不

規

則

な

る

多

擾

形

に

讐

へ
る

こ

ε

が

出



來

る
。
一
擾

は

實

際

的

で

あ

り
、
一
邊

は

純

道

徳

的

で

あ

b
、
一
邊

は

敬

虔

的

で

あ

り

室

想

的

で

あ

る
。

叉

一
遽

は

威

覺

的

肉

慾

的

で

あ

り
、
一
邊

は

哲

學

的

思

索

的

で

あ

る
。儀

式

的

奉

仕

に

甘

ん

じ

て

ゐ

る

人

々

は

印

度

歡

を

以

て

十

分

に

足

れ
㌔

ご

し

て

ゐ

る
。行

業

の

効

果

を

否

定

し
、信

仰

を

し

て

唯

一
の

必

要

物

た

ら

し

む

る

者

も

印

度

漱

の

域

外

に

さ

迷

ふ

に

及

ば

な

い
。肉

威

的

封

象

に

耽

る

者

も

亦

だ

其

趣

味

を

滿

足

さ

せ

る

こ

ε

が

出

來

る
。而

し

て

神

ε

人

ε

の

本

性
、物

質

ε

精

神

ε

の

關

係
、個

物

存

在

の

紳

秘

さ

て

は

悪

の

起

源

に

就

い

て

冥

想

す

る

を

悦

ぶ

者

は

叉

こ

れ

等

の

思

索

に

沒

頭

す

る

こ

ε

が

出

來

る
。殆

ん

ざ

無

限

の

擴

大

を

も

受

け

納

れ

る

印

度

激

の
能

力

は

如

何

な

る

特

殊

的

歡

理

の

信

奉

者

を

も

包

容

し

て

少

し

も

洩

ら

す

所

が

な

い
。斯

く

の

如

き

豊

富

な

變

化

性

.
ε

宇

宙

的

受

納

性

ε

の

楔

子

で

あ

る

印

度

人

の

宗

歡

的

信

仰

は

實

際

簡

單

な

る

性

質

を

持

つ

て

ゐ

な

い
。若

し

そ

の

萬

有

禪

歡

的

方

面

か

ら

見

る

蓬

婆

羅

門

歡
(訂
窪

bd
感
ゴ
ヨ
蟲

ω日
)こ

も

云

へ

る

し
、叉

多

紳

歡

的

方

面

か

ら

見

れ

ば

印

度

歡

(田
&
駐

ヨ
)
ビ

も

呼

び

得

る
。然

し
、こ

れ

等

の

名

稱

は

共

に

土

蕃

人

民

に

依

つ

て

承

認

さ

れ

て

ゐ

る

も

の

で

は

な

い
。

然

ら

ば

斯

く

の

如

く

何

物

を

も

包

容

し

て

餘

す

ご

こ

ろ

な

き

該

博

ε

雜

多

ご

が

印

度

歡

の
本

質

ε

す

れ

ば

茲

に

明

瞭

に

し

て

而

か

も

十

分

な

印

度

歡

の

簡

潔

な

叙

述

を

與

へ
る

こ

ピ

が

出

來

る

で

ゐ

ら

う

か
。斯

く

の

如

き

は

唯

徒

ら

に

讀

者

を

印

度

歡

の

迷

宮

に

引

き

入

れ

る

の

み

で

ゐ

る
。

四

醐



四
二

印

度

教

ど

梵

語

文

學

既

に

述

べ
た

が

や

う

に
、印

度

は

五

百

以

上

の

方

吉

を

有

し

て

ゐ

る

が
、如

何

に

種

族

や

言

語

や

階

級

や

信

條

の

上

に

於

い

て

異

つ

て

ゐ

て

も

等

し

く

印

度

漱

の

遲

奉

者

に

依

つ

て

奪

敬

せ

ら

れ

受

納

さ

れ

て

ゐ

る

唯

一

つ

の

紳

聖

な

る

吉

語

ε

唯

一
つ

の

神

聖

な

る

丈

學

ε

を

持

つ

て

ゐ

る
。そ

の

神

聖

な

る

吉

葉

ご

は

梵

語

(S
a
n
sk
rrt)
で

あ
り

そ

の

紳

聖

な

る

交

學

ε

は

梵

語

亠久
學

で

あ

る
。そ

の

丈

學

は

最

も

廣

い

意

味

に

於

い

て

吠

陀

郎

ち

知

識

の

唯

一
の
倉

庫

で

あ

る
。印

度

の

神

學

哲

學

法

律

及

び

祚

話

學

の

唯

一
の

運

搬

車

で

あ

る
。印

度

の
信

條

臆

見

風

俗

慣

習

が

忠

實

に

映

出

さ

れ

た

唯

一
の

鏡

で

あ

る
。而

し

て

若

し

第

四

の
譬

喩

が

許

さ

れ

る

な

ら

ば

俗

語

を

改

善

し

或

は

重

要

な

る

宗

歡

的

叉

は

科

學

的

思

想

を

表

現

す

る

た

め

の

必

要

な

る

材

料

が

得

ら

れ

る

唯

一
の

石

切

場

で

あ

る
。

歐

洲

に

於

い

て

は

女

學

は

國

語

ε

共

に

變

化

す

る
。而

し

て

現

代

の

方

育

は

そ

れ

ム
丶

そ

れ

自

身

の

交

學

を

持

つ

て

ゐ

て
、而

か

も

其

交

學

は

其

人

々

の

現

在

の

宗

歡

的

瓧

會

的

及

び

智

力

的

状

態

を

知

る

に

は

格

好

の

代

表

物

な

の

で

あ

る
。伊

太

利

人

を

知

る

た

め

に

は

そ

の

現

代

交

學

が

操

つ

れ

た

ら

別

に

ラ

テ

ソ

語

を

研

究

す

る
必

要

は

な

い
。併

し

ヒ

ソ
ヅ

ー

の

地

万

語
へ恐

ら

く

タ

ミ

ー

ル
語

は

別

だ

が
)の

丈

學

は

未

だ
「交

學
」ご

い

ふ

名

前

を

附

け

る

資

格

は

殆

ん

ご

無

い
。大

抵

の

場

合

は

そ

れ

は

單

に

梵

語

の

副

産

物

で

あ

る
。
ヒ

ソ
ヅ

ー

人

を

知

り
、或

は

彼

等

の

遞

去

及

び

現

在

の

歌



態

を

理

解

し

或

は

叉

彼

等

の
心

情

や

心

靈

そ

の
も

の

丶
研

究

に

は

吾

人

は
是

非

梵

語

文

學

を

攻

究

し

な

け

れ

ば

な

ら

濾
。實

際
梵

語

交

學

は

印
度

に

ε

つ
て

は
、古

典

的

敏

父

學

的

丈
學

が

宗

歡

改

り

革

當

時

の

歐

洲

に

於

け

る

よ

り

も
、よ

り

以

上

の

も

の

な

の

で

あ

る
。梵

語

交

學

は

極

め

て゚

深

く

印

度

人

心

に

喰

ひ

入

つ

て

ゐ

る

も

の

で
、從

つ

て

あ

ら

ゆ

る

印

度

人

は

如

何

に

無

學

な

も

の

で

も
、不

知

不

識

の

間

に

そ

れ

に

威

化

さ

れ

て

ゐ

る
。

梵

語

交

學

け

れ

こ

も

梵

語

交

學

に

は

特

に

卓

越

し

た

神

聖

な

る

或

る

部

分

が

あ

る
。そ

れ

は

天

啓

筋
;
ε

ε
傳

承

(ω
巳
「同包

ε

の

二

大

部

門

で

あ

る
。

も

も

第

一
の

天

啓

i

直

接

に

聽

か

れ

或

は

啓

示

さ

れ

る

も

の

は

ー

吠

陀

の

三

部

分

邸

ち

マ

ソ

ト

ラ

(7
♂
コ
詳
①
)
ご

プ

ラ

ー

フ

マ

;
・.
(　3
r�
ll
　
ia
n
ど

y.,
ウ

パ

ニ

シ

ヤ

ジ

デ

(C
嚇

巳
ω
}螢
9

ε

を

含

ん

で

ゐ

る

。
ウ
'

パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド

は

見

集

(d

爰

紗

舜

)
即

ち

哲

學

體

系

の

源

泉

で

あ

る

、此

の

(Q。
三
3

は

直

接

的

啓

示

ど

同

じ

も

の

で

、
人

間

の

作

つ

た

も

の

で

な

い

ご

信

ぜ

ら

れ

て

ゐ

る

。

も

も

第

二

の
傳

承

i

徳

説

に
依

つ
て

記

憶

せ

ら

れ

又

は
傳

へ
ら

れ

る

も

の

ー

は
直

接

的

啓

示

に

基

い

て

ゐ

る

も

の

だ

ε

信

せ

ら

れ

て

ゐ

る

が
、人

的

著

者

に

依

つ

て

叙

述

さ

れ

た

も

の

ε

考

へ

ら

れ

る
。最

も

廣

義

に

解

釋

す

る

ど
、此

傳

承

は

四

部

門

に

分

か

れ

て

ゐ

る

後

期

吠

陀

の

殆

ん

ご

全

鶻

を

表

示

す

る

も

の

ξ

云

つ

て

よ

い
。其

四

部

門

ε

い

ふ

の

は

大

體

次

の

や

う

で

あ

る
。

四
三



　
　

少

ハ
吠

陀

支

分

(

カ

ル

パ
ロ

V
ed
�
n
gq
澣
ω)ー

第

憎
は

儀

軌

經

(囚
巴
鵠
)1

或

は

膸

聞

經

み
碧

9
1
し・
羅

・゚ピ

も

い

　

ふ

ー

で
、こ

れ

は

マ

ソ

ト

ラ
や

ブ

ラ

ー

フ

マ
ナ

を

吠

陀

の

祭

式

に

適

應

す

る

た

め

の

規

則

書

で

あ

る
。第

二

は

式

叉

論

一Q∩
凶訂
鋤
)
で
、こ

れ

ば

音

韻

學

の

こ

ε

で

あ

る
。第

三

は

闡

陀

論

(C
h
a
n
d
a
s
)
で
、
こ

れ

は

詩

法

の

こ

ε

で

あ

る
。第

四

は

尼

鹿

多

論

(蜜

臥
く邑

で
、
こ

れ

は

吠

陀

の

字

解

の

こ

ε

で

あ

る
。
第

五

は

眦

伽

羅

論

(V
y
�k
a
ra
n
a
)
で
、こ

れ

は

女

注

の

こ

ε

で

あ

る
。第

六

は

竪

底

沙

論

(ぐ
。
閂ω冨
樹

提

)
で

こ

れ

は

天

丈

學

の

こ

ざ

で

あ

る
b

ラB

ス

マ

ー

ル

タ

經

(S
m
　,rta
-
S
�
tra
s)

こ

れ

は

家

庭

經

(ρ

ぎ
図
㌣

○り
創
冖簽
。・)
郎

ち

家

禮

に

關

す

る

規

則

　

書

ど

サ

ー

マ

ヤ

ー

チ

ヤ

ー

り

ヵ

經

(S
�
m
a
y
�
��
t・ik
a
-
B
�
fra
s)
即

ち

日

常

の

慣

例

に

關

す

る

規

則

書

こ

の

二

つ

に

分

か

れ

る
。

ラc

法

律

論

(u
罫
§

㌣
ω
肄

曽

)
,-
ー

こ

れ

は

摩

拏

(ソ
ぎ

ε

ヤ

ー

ヂ

ュ
至

バ

ル

キ

ア

(Y
�jiia
v
a
lk
y
a
)
jZ
{
は

　

他

の

所

謂

神

聖

な

立

法

者

の

注

律

を

指

す

の

で

あ

る
。
こ

れ

等

は

ス

マ

ー

ル

タ

經

か

ら

發

逹

し

た

も

の

だ

ε

思

は

れ

る
。

　

へ

D

信

仰

論

(゚
l　a
k
け7
Q昏
器
σ
,霧
)

こ

れ

は

伊

底

謌

婆

(冖
ぎ

攀

)
郎

ち

史

話

例

へ

ば

マ

ハ

ー

バ

ー

ラ

　

タ

(§

冨
導

節
薫

鋤)
ξ

い

ふ

大

な

る

叙

事
・詩

ε
、
ラ

ー

マ

ー

ヤ

ナ

(諭

蠹

〉・9
旦

ε

い

ふ

他

の

大

な

る

叙

事

詩

ご

が

含

ま

れ

ー

(
ラ

ー

マ

ー

ヤ

ナ

は

超

人

の

作

'に

係

る

も

の

こ

せ

ら

れ

て

ゐ

る

伊

底

訶

婆

冠



ヵ

ロロ
ビ
ャ

・
い

ふ

よ

り

も

寧

ろ

名

士

の

作

品

こ

し

て

の

詩

話

(K
�
vy
a
)
ε

云

ふ

べ

き

毛

の

で

あ

る

が
)
f

叉

十

八

富

蘭

那
(3
『9
餌
の)
師

ち

昔

物

語

並

び

に

こ

れ

に

附

膸

し

て

ゐ

る

比

較

的

劣

等

な

十

八

富

蘭

那

及

ク

ぴ

後

世

の

咀

特

　;(T
a
n
tra
)
を

も

含

ん

で

居

る
。

印

度

學

ど

梵

夊

躍

の

谺

究

梵

丈

學

の

こ

れ

等

す

べ

て

の

部

門

を

詳

細

に

叙

述

す

る

の

は

吾

人

刻

下

の

企

で

は

な

い

が
、印

度

歡

の

經

來

つ

た

種

々

な

る
體

系

を

理

解

す

る

た

め

に

は

四

部

門

の

圭

要

な

る

著

書

に

就

い

て

多

少

の
智

識

を

持

つ

こ

ご

が

必

要

で

あ

る
.そ

の

四

門

部

ε

は

第

一
に

は

吠

陀

の

三

部

分

た

る

マ

ソ

ト

ラ

ε

プ

ラ

ー

フ

マ
ナ

ざ

ウ

パ

ニ

シ

ヤ

ツ

ド

で
、第

二

に

は

見

集

即

ち

哲

學

體

系

で
、第

三

に

は

法

律

論

で
、第

四

に

は

信

仰

論

で

あ

る
。こ

れ

等

四

部

の

主

要

な

る

作

物

は

印

度

の

宗

歡

的

精

神

が

邇

過

し

來

つ

た

各

時

代

の

發

展

を

語

れ

る

格

好

の

代

表

物

で
・そ

う

し

て

此

れ

等

の

も

の

が

相

集

つ

て

茲

に

印

度

激

な

る

も

の

を

形

造

つ

て

ゐ

る

の

で

あ

る
。吠

陀

プ
ラ
　
フ
マ
ナ

の

讃

歌

は

自

然

崇

拜

ε

稱

せ

ら

れ

得

る

宗

歡

的

發

展

の

初

期

の

産

物

で

め

る
。梵

書

は

犧

牲

及

び

儀

式

を

説

い

て

ゐ

る
。ウ

パ

エ

シ

ヤ

ツ

ド

ご

見

集

ε

は

合

理

的

叉

は

萬

有

神

激

的

哲

學

ε

を

高

調

し

て

ゐ

る
。摩

拏
、ヤ

ー

ヂ

ュ
ナ

バ

ル

キ

ア

及

び

注

律

書

は

階

級

ご

家

庭

の

慣

習

ε

を

明

示

し

て

居

る
。而

し

て

儚

底

訶

婆
、寓

蘭

那

及

び

咀

特

羅

ご
鳳

人

格

神

に

獨

す

る

受

ε

信

仰

ε

敏

理

ε

を

説

明

し

て

ゐ

る
.そ

う

し

て

印

度

澂

の

誘

明

に

は

こ

れ

等

代

表

的

作

品

の

中

か

ら

聴

々

必

要

な

章

旬

を

翻

譯

し

て

説

明

を

補

は

な

け

れ

ば

充

分

な

も

の

ε

は

云

へ
な

い
。
ー

二

九

二

〇
・六
・五
)ー

四
五


